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導出するための枠組みを提唱した。この q 変形された AdS5には曲率発散をもつ特異平面が存在し
ている。本論文では、この特異平面付近の時空の因果構造の振る舞いが、通常の global 座標にお
ける AdS5 時空の境界付近のものと同じであることを明らかにし、この特異平面を境界として取り
扱えることを示した。これに基づいて、q 変形された AdS5 時空中の極小曲面を議論し、双対な


















5 時空上の IIB 型超弦理論を記述するシグマ模型の Yang-





 本論文ではまず、この q 変形された AdS5×S
5 時空上の超弦理論の可積分構造に関して、弦の
作用が非相対論的極限の下で、非等方性をもつ Landau-Lifshitz 模型（LL 模型）という連続磁性
体を記述する可解模型に帰着されることを明らかにした。この LL 模型は、N=4 超対称ゲージ
理論から得られるスピン鎖の Hamiltonian を q 変形したものの連続極限と一致している。特にこ
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